
鹿児島地方気象台
Kagoshima  Local Meteorological Observatory

鹿屋市地域防災リーダー養成講座
防災気象講演会_資料

令和６年２月７日

ぼるけん
（桜島から誕生した火山の精）

鹿児島地方気象台 谷口

鹿児島国体前日（2023.10.6）鹿児島地台
８階火山現業室から撮影



鹿児島地方気象台
Kagoshima  Local Meteorological Observatory本日の要旨

1. 地震とは

2. 津波とは

3. 地震情報のタイムライン

4. 鹿屋市に被害が生じる可能性の高い地震

5. 海のプレートが直接関与する地震

6. 内陸で発生する浅い地震

7. 鹿屋市周辺の地震活動

8. 災害への心構え –我々ができること–
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Kagoshima  Local Meteorological Observatory

震源（岩盤の破壊
が始まった場所）

地下で発生する岩盤の
急激な破壊現象のこと
です

Ｐ波 秒速５～７ｋｍ Ｓ波 秒速３～５ｋｍ

地震の揺れによる被害は、主にＳ波によって引き起こされます

地震とは・・
●地震波
（P波、S波）

●震央（震源
の真上）
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鹿児島地方気象台
Kagoshima  Local Meteorological Observatory

4
プレートの動き

地球の内部構造

プレート年間数ｃｍのスピードで動いている

沈み込む海側の
プレートに押され、
ひずみがたまる

地球の表面はプレートという岩盤に覆われていて、プ
レートは年間数cm程度のスピードで色々な方向に
動いています。このプレートの運動による“岩盤のずれ”
が地震の原因です。

地震はなぜ起きる？
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日本周辺は、複数のプレートにより、複雑な力がかかって
いるため、地震が多い！

太平洋
プレート

フィリピン海
プレート

ユーラシアプレート
(陸側のプレート）

北
米
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レ
ー
ト
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側
の
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ト
）

相
模
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小
笠
原
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溝

伊
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８cm/年

3～5cm/年

日本付近のプレート
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鹿児島地方気象台
Kagoshima  Local Meteorological Observatory九州周辺で発生する地震の種類

地震調査研究推進本部「地震がわかる」に加筆

「海のプレート」が直接関係する地震
プレート間地震（海と陸のプレート境界）
海のプレート内の地震

陸域の浅い地震
陸のプレートの浅い部分での地震

日向灘の地震
2016年熊本地震

2005年福岡県西方沖
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鹿児島地方気象台
Kagoshima  Local Meteorological Observatory津波とは

7
これから津波の映像が流れます。ストレスを感じたら視聴をお控え下さい
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Kagoshima  Local Meteorological Observatory

津波による災害の発生が予想される場合には、地震発生後、約３分を目標に
大津波警報、津波警報または津波注意報を発表します。

５ｍ～１０ｍ

１０ｍ超

大津波警報

津波警報

巨大

高い

３ｍ～５ｍ

１ｍ～３ｍ

巨大・高いは
すぐ 逃げてー

10m : 3階部分が水没

5m : 2階部分が水没

3m : 1階部分が水没

津波の高さの目安

津波から命を守るために

8



鹿児島地方気象台
Kagoshima  Local Meteorological Observatory鹿児島県の津波予報区

津波予報区 区域

鹿児島県東部 鹿児島県（佐多岬南端以北の
太平洋沿岸に限る）

鹿児島県西部
鹿児島県（佐多岬南端以北の
太平洋沿岸、西之表市、奄美
市、熊毛郡、大島郡、鹿児島郡
の三島村及び十島村を除く）

種子島・
屋久島地方

鹿児島県（西之表市、熊毛郡及
び鹿児島郡三島村に限る）

奄美群島・
トカラ列島

鹿児島県（奄美市、大島郡及び
鹿児島郡十島村に限る）

気象庁HPより
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地震発生 緊急地震速報

数秒～十数秒後
震度速報

（震度3以上を観測した地域名）

1.5分後

３分後

津波到達予想時刻・
予想される津波の高さに関する情報

各地の満潮時刻・
津波到達予想時刻に関する情報

約５分後

震源･震度に関する情報（震度３以上で発表)
（震度3以上を観測した地域名、市町村名）

各地の震度に関する情報（震度１以上で発表)
（震度1以上を観測した地点名）

津波観測に関する情報
沖合いの津波観測に関する情報

津波警報･注意報
（更新報)

約10分後

推計震度分布図

長周期地震動に関する観測情報

その他の情報
（地震回数に関する情報）
（顕著な地震の震源要素更新のお知らせ）
（地震の活動状況等に関する情報）

地震解説資料・
報道発表約１時間～２時間後

津波警報･注意報（一部解除)

津波警報･注意報（全解除)

今後の活動の見通し

※マグニチュード８
を超えるような巨大
地震の場合は、第
1報発表後、Mwに
より確度の高い津
波警報に更新する。

津波警報・注意報

震度速報 推計震度分布図

緊急地震速報

津波警報・注意報（第１報）

気象庁が発表する地震・津波の
警報・情報の種類と発表のタイミング

南海トラフ地震臨時情報（調査中）

約5分～30分後

約15分後

地震情報のタイムライン
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鹿児島地方気象台
Kagoshima  Local Meteorological Observatory緊急地震速報の仕組み
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Kagoshima  Local Meteorological Observatory

予測震度 区分 提供・利用の仕方など

５弱以上 緊急地震速報

（警報）

広く一般向けに提供

（ＴＶ、ラジオ、携帯電話など）

４以下
緊急地震速報

（予報）

高度利用者のみ提供
（ＴＶ、ラジオ、携帯電話等での提供はない）

・施設管理者等が専用端末等を介し安全確保に利用

最大震度５弱以上の揺れが推定されたときに、
強い揺れが予想される地域に対し地震動により
重大な災害が起こるおそれのある旨の警告とし
て、震度４以上を推定した地域を含めて発表

最大震度３以上又はマグニチュード３．５以上
等と推定されたときに発表

ＮＨＫ放送イメージ

６弱以上を予測した速報は
「特別警報」と位置づけ

緊急地震速報の区分
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Kagoshima  Local Meteorological Observatory

震源に近い観測点で地震波を検知し、直ちに震源の位置やマグニ
チュード、震度を推定し、強い揺れが来る前に知らせる情報

Ｐ波：秒速５～７kmで伝わる小さな地震波

Ｓ波：秒速３～５kmで伝わり、被害を及ぼす恐れがある大きな揺れの地震波

※地震を検知してから発表する情報であり、「地震予知」ではない

地震発生直後 緊急地震速報
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「南海トラフの巨大地震による津波高・浸水域等（第二次報告）及び被害想定（第一次報告）について」
内閣府記者発表資料（平成24年8月29日）より

鹿児島県の想定（国と同じ想定地震、より詳細な条件）によると

鹿屋市での地震の揺れ（最大震度）は、6弱～５弱程度

鹿児島県地震等災害被害予測調査報告 より引用

【最大震度の想定】
種子島近海

南海トラフ巨大地震による揺れの想定
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Kagoshima  Local Meteorological Observatory

鹿児島湾直下の地震（1914年）

0

30
0

発表が大きな揺れの到達に

鹿屋市では間に合わない

発表から大きな揺れが到達するまでの

猶予時間 鹿屋市で35秒前後

シミュレーションです

平成28年（2016年）熊本地震
推計震度分布図

4月16日
M7.3の地震

緊急地震速報の限界
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鹿児島地方気象台
Kagoshima  Local Meteorological Observatory鹿屋市で被害が生じる

可能性の高い地震と津波

（海のプレートが直接関係する地震）
・南海トラフ地震：想定域の西側で発生した場合
・種子島東方沖

（陸域の浅い地震）

・鹿屋市周辺で発生する地震の震央地名は、鹿
児島県薩摩地方、鹿児島県大隅地方、鹿児島湾
・過去に発生した被害地震としては、
鹿児島湾（1914年大正噴火）
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Kagoshima  Local Meteorological Observatory

発生間隔は約100～150年間隔
1605年慶長地震以降で見ると、

102年後の1707年に宝永地震、

147年後の1854年に安政東海地震及び
安政南海地震（32時間の間隔）、

90年後の1944年に昭和東南海地震及び
1946年昭和南海地震（２年の間隔）

過去の事例では、南海トラフの
地震の発生には多様性がある。
複数の領域で同時に発生、もし
くは時間差をおいて発生するな
どの様々な場合が考えられる。

巨大地震の発生確率：今後30年で70％～80％

（海のプレートが直接関係する地震）
南海トラフ地震
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駿河湾から遠州灘、熊野灘、紀伊半島の南側の海域及び土
佐湾を経て日向灘沖までのフィリピン海プレート及びユー
ラシアプレートが接する海底の溝状の地形を形成する区域
を「南海トラフ」といいます。

トラフ(trough)：海溝よりは浅くて幅の広い、比較的緩やかな斜面をもつ海底の凹地
海溝(trench)：細長い深海底の溝状の地形。両側の斜面が比較的急で、水深は通常6,000m以上

南海トラフとは
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鹿児島地方気象台
Kagoshima  Local Meteorological Observatory南海トラフ地震の特徴

■極めて広域にわたり、強い揺れと巨大な津波が
発生する
■津波の到達時間が極めて短い地域が存在する
■時間差をおいて複数の巨大地震が発生する可
能性がある（発生に多様性）
■被害は広域かつ甚大となる
■南海トラフ巨大地震となった場合には、被災の範
囲は超広域にわたり、その被害はこれまで想定さ
れてきた地震とは全く様相が異なる
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南海トラフ(CASE11)
最大津波波高

津波到達時刻および最高津波水位

津波想定について
H26.9.24_鹿児島県公表

鹿屋市
2～3m程度

鹿児島県ＨＰより

●

●
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「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」において、
発生した異常な現象について評価

時間経過

最短で２時間後
程度を想定

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震警戒／巨大地震注意／調査終了）

異常な現象についての調査結果を発表

発生した現象の調査結果を発表した後の地震活動や地殻変動の
状況を発表

以後、随時 南海トラフ地震関連解説情報

速報M6.8以上の地震、ゆっくりすべり

南海トラフ沿いで異常な現象が観測され、その現象が南海トラフ沿い
の大規模な地震と関連するかどうか調査を開始した場合に発表

～30分後 南海トラフ地震臨時情報（調査中）

「南海トラフ地震に関連する情報」の基本的な流れ
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情報名 情報発表条件

南海トラフ地震

臨時情報

・南海トラフ沿いで異常な現象が観測され、その現象
が南海トラフ沿いの大規模な地震と関連するかどう

か調査を開始した場合、または調査を継続し
ている場合

・観測された異常な現象の調査結果を発表する
場合

南海トラフ地震

関連解説情報

・観測された異常な現象の調査結果を発表した後
の状況の推移等を発表する場合

・「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」の定
例会合における調査結果を発表する場合
（ただし臨時情報を発表する場合を除く）

※すでに必要な防災対策がとられている際は、調査を開始した旨や調査結果を南海トラ

フ地震関連解説情報で発表する場合があります

南海トラフ地震情報の種類
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キーワード 内 容

調査中
・観測された異常な現象が大規模な地震と関連するか

どうか調査を開始した場合
・調査を継続している場合

巨大地震警戒
・巨大地震の発生に警戒が必要な場合
※南海トラフ沿いの想定震源域内のプレート境界においてM8.0以上の地震
が発生したと評価した場合

巨大地震注意
・巨大地震の発生に注意が必要な場合
※南海トラフ沿いの想定震源域内のプレート境界においてM7.0以上M8.0未
満の地震や通常と異なるゆっくりすべりが発生したと評価した場合等

調査終了
・（巨大地震警戒）、（巨大地震注意）の

いずれにも当てはまらない現象と評価した場合

南海トラフ地震臨時情報のキーワード
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半割れ（大規模地震/被害甚大ケース）

「南海トラフ沿いの異常な現象への防災対応のあり方」（報告）をもとに作成

7日以内に発生する頻度は

10数回に1回程度

7日以内に発生する頻度は

数百回に1回程度

評価の対象となる異常な現象
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鹿児島地方気象台
Kagoshima  Local Meteorological Observatory半割れケース

どちらが先かは、分からないが…
マグニチュード８クラスの地震が発生し、後続の地震に備える必要がある
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鹿児島地方気象台
Kagoshima  Local Meteorological Observatory

一部割れケース

続いて半割れが発生、更に連動の可能性が…
マグニチュード７以上の地震が発生、後続の地震に備える必要がある

一部割れ
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陸域の浅い地震
長い年月をかけて地下の岩盤に力が加
わり、それが限界に達すると岩盤が「断
層」を境にして急速に動くことで発生する。

活断層がなければ地震
は起きない？
活断層は、ある程度大きな地震が
繰り返し起こった跡です。地表に現
れない断層が被害をもたらすような
地震を起こすこともある。

活断層＝過去に繰り返し地震を起こし、将来も地震を起こすと
考えられている断層

陸域で発生する浅い地震
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地震調査研究推進本部事務局：九州地域の活断層の地域評価より

九州南部地域の活断層
内陸で発生する浅い地震
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鹿児島地方気象台
Kagoshima  Local Meteorological Observatory鹿屋市周辺の地震活動

2023年鹿屋市周辺の震央分布図

鹿屋市で震度１以上13回
内訳：震度３が２回、震度２が３回、
震度１が８回
震央は大隅半島東方沖、鹿児島湾
など

1996～2023年鹿屋市周辺の震央分布図
（マグニチュード5.0以上）

震度計設置した1996年以降
鹿屋市での最大震度は５弱
1996年に２回、2017年に１回、2019
年に１回（震央は日向灘と鹿児島湾）
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大正噴火
1914年

約 1.5 km3

桜島の過去の火山活動

30

天平噴火
764年

約 0.3 km3

安永噴火
1779～82年

約 2 km3

2008～2018年
火山灰総噴出量

約 0.015 km3

1400 1500 1600 1700 1800 1900 200013001200 11001000

大正噴火の噴煙 大正噴火の降下軽石で覆われた家屋

過去の主な噴火による噴出物量の比較

規模の大きな噴火を繰り返してきた
これらに比べると最近の噴火の規模は小さい

2013年8月18日噴火
（噴煙高火口縁上5,000m）

昭和噴火
1946年

約 0.18 km3

文明噴火
1471～76年

約 0.8 km3
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鹿児島地方気象台
Kagoshima  Local Meteorological Observatory1914年１月12日桜島大噴火後に発生した地震

18時29分頃に発生した地震による震度分布図

桜島噴火による被害状況
地震による人的被害
死者29名、負傷者207名
旧百引村（現鹿屋市）では
倒壊家屋（住家全壊）９

（厩舎全壊）10

九州地震帯 震災予防調査会報告・
1914桜島噴火報告書 中央防災会議より抜粋

鹿屋市では
震度５程度
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鹿児島地方気象台
Kagoshima  Local Meteorological Observatory桜島の大噴火で気象庁は

津波警報を発表できると思いますか？

火山噴火で引き起こされる津波は、様々な種類の噴火現象で
発生する可能性があり、津波を発生させるメカニズムも多様で
あることから、発生直後に、津波の規模を定量的に推定するよ

うな一般的な津波警報を行うことはできない。
沿岸の潮位観測データの監視を強化し、もし顕著な変化が認め
られた場合には、それに応じた津波警報・注意報を発表します

☆ 大きな揺れを感じたとき同様に、海岸から避難。
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鹿児島地方気象台
Kagoshima  Local Meteorological Observatory災害への心構え

災害は「まさか」ではなく
「いつか」起きるものと思って備える！

「自分は大丈夫」と思わない！

「自分の命は自分で守る」「大切な人の命を
守る」という意識を持つ！
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鹿児島地方気象台
Kagoshima  Local Meteorological Observatory

気象庁ホームページ
http://www.jma.go.jp/jma/

気象庁パンフレット・リーフレット
http://www.jma.go.jp/jma

/kishou/books/

普及･啓発資料
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/fukyu
_portal/index.html
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